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要約 

近年，心理療法において感情を扱うことの重要性が指摘されており，面接中の感情変容プロセスについて，

感情処理過程という概念を用いて明らかにしようとする動向がみられる。本研究では，まず感情の役割を重

視したアプローチのエモーション・フォーカスト・セラピー（以下，EFT と略記）における感情の考え方，

感情変容プロセスについて述べる。続いて，感情処理過程の概念と，これまでに多くの研究で検証・採用さ

れている感情処理過程のモデル（Pascual-Leone & Greenberg, 2007; 以下 2007 モデルと略記）について概

観する。2007 モデルは EFT の介入による短期療法のデータをもとに構築されたモデルであることから，本

研究では EFT による介入が 7 年以上にわたり行われた成功事例をもとに，課題分析を援用した質的分析を

行い，長期療法における感情処理過程のモデルを作成することを目的とした。考察において 2 つのモデルの

比較検討をおこなったところ，2007モデルと近似したステップに加え，「感情に関連した身体感覚が強まる」

や「陽性感情を味わう」などの新たな要素を含んだステップが複数見出された。 
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I 問題と目的 

1．EFTの概要と感情の考え方 

 心理面接においてクライエント（以下，Clと略

記）の感情を扱うことの重要性は，心理療法の学

派を超えて広く認められていることである

（Freud, 1925; Rogers, 1951; Perls, 1969）。エモ

ーション・フォーカスト・セラピー（以下，EFT

と略記）は，感情の役割を重視した心理療法の中

でも，これまでに多くの実証研究が行われ，その

有用性が認められている。EFTは，ヒューマニス

ティック心理学の人間観を基礎として，感情心理

学，対象関係論，認知科学，情動神経科学，そし

て心理療法の効果とプロセス研究の知見を統合し

たアプローチである（Greenberg, 2010 岩壁他訳 

2013; Greenberg & Paivio, 2003）。EFTの介入で

は，安全で信頼できる関係の中で，感情理論に基

づく感情のアセスメントと，プロセス研究（岩

壁, 2008）によって裏付けされた治療課題を通し

て，個人の問題となっている感情スキーマを適応

的なものへと変容していく（Greenberg, 2002; 伊

藤, 2011）。これまでにうつ病（Greenberg & 

Watson, 1998），複雑性トラウマ（Paivio & 

Pascual-Leone, 2010 ），カップルセラピー

（Greenberg & Goldman, 2008）をはじめとして，

その効果が示されてきた。 

 次に EFT における感情の考え方について，

Greenberg（2002, 2010 岩壁他訳 2013）と岩壁

（2009）の記述を元に簡潔に述べる。EFT では，

感情には適応的な機能が元来備わっていると考え

る。しかし，外傷体験などを通した誤学習によっ

て，どのような感情も適応的な機能を失い，不適

応感情になることがある。不適応感情は様々な心

理的苦痛と関連しているため，変容する必要があ

るが，そのためにはまず問題となっている不適応
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感情を Cl が体験する必要があると考えられてい

る。 

また，EFTでは感情を一次適応感情，一次不適

応感情，二次感情，道具的感情の 4 種類に分類し

捉えようとするところに特徴がある。まず，一次

適応感情とは，ある外的刺激に対して一番はじめ

に起こる感情である。侵害に対する怒り，喪失に

対する悲しみなどの基本感情が代表的であり，そ

の他にも陽性感情や中核状態（Fosha, 2000）と呼

ばれる安堵感や満足感などの感情状態が含まれる。

一方，一次不適応感情は，一次適応感情と同様に

刺激に対する直接的な反応だが，前述の通り，元々

適応的だった感情反応が，誤学習によって正常に

機能しなくなったものと考えられている。一次不

適応感情は，何度体験しても同じような苦痛が感

じられ，アイデンティティーの一部になっている

ことが特徴である。二次感情は先行する一次感情

や思考への反応，あるいはそれらに対する防衛と

して起こる感情状態である。そして道具感情は，

他者に対してある一定の影響を与えることを目

的とした学習された感情行動である。EFT のセ

ラピスト（以下，Thと略記）は，Clに起こりつつ

あるこれらの感情の種類や体験の状態，その変化

に共感的波長を合わせ，瞬間ごとのプロセスを連

続的にアセスメントし，介入を見定めていく。 

 

2．心理面接内の感情変容プロセスについて 

 EFT による介入を通して現れる Cl の感情変容

プロセスは，まず二次感情を体験することから始

まり，続いて根底にある一次不適応感情に接触し，

最終的に一次適応感情へと到達すると考えられて

いる（Greenberg & Paivio, 1997）。また，EFTで

は心理面接の全般的な指針となる変容原則

（Greenberg, 2002, 2004）が定められており，こ

の原則は感情への気づき，感情調整，感情による

感情変容の３つから成る。中でも感情による感情

変容は，感情を扱う上で最も根源的な原則と考え

られている（Greenberg, 2004）。これは，不適応

な感情状態を心理面接内で喚起し，同時により適

応的な他の感情を喚起することによって，Clの変

容を促進することを意味している（Greenberg, 

2002; Greenberg & Watson, 2006）。したがって，

感情変容プロセスでもっとも劇的に感情が変化す

る重要なプロセスであるといえる。しかし，感情

による感情変容が起こる時に何が起こっているの

か，その効果は何か，不明な点も多く，さらなる

研究の必要性が指摘されている（Greenberg, 2010 

岩壁他訳 2013）。 

 

3．感情処理過程のモデルについて 

 また昨今，感情変容プロセスは，感情処理過程

（emotional processing）という概念を用いて研究

が進められている。感情処理過程は認知心理学の

Rachman（1980）によって提唱され，FoaとKozak

（例えば1986）によって発展した概念であり，も

ともとは恐怖反応が低減される仕組みを説明する

ものであった。現在では，この概念が何を意味す

るかということは理論的アプローチによって考え

方が多少異なるが，アプローチを超えて治療的効

力を持つ共通因子の一つとして注目を集めている

概念である（岩壁, 2015）。EFTを含む体験療法に

おいて，感情処理過程はより広い感覚での感情の

見方として捉えられており，Posら（2009）は，

感情処理過程について「感情面で重要な出来事に

ついて心理面接内で体験し，その出来事に取り組

むプロセス」と定義している。 

 これまでに，Cl の未分化な感情的苦痛が EFT

の心理面接で解決に至るまでの感情処理過程の実

証的なモデルが作成されている（Pascual-Leone 

& Greenberg, 2007）。未分化な感情的苦痛とは，

全般的な心理的苦痛の感覚であり，より深い心理

的問題に対する感情的な反応として起こるもので

ある。この研究では，うつ病のClに対し短期療法

（12〜14 セッション）のEFT による介入が行わ

れた 6 事例から，感情を扱った場面を抜き出し，

発話の内容やジュスチャーや表情，声の質といっ
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た観察可能な指標を分類，感情処理過程に必要な

ステップが示された。図 1 に Pascual-Leone と

Greenbergのモデル（以下，2007モデルと略記）

を提示する。 

（注）Pascual-Leone & Greenberg（2007）より，筆者が訳した。 

図1 感情的苦痛に関する感情処理過程の実証モデル 

 

 2007モデルでは，二次感情である未分化で全般

的な苦痛の気持ちを Cl が表明するところから感

情処理過程がスタートする。この漠然とした気持

ちが分化されていくと，恐怖や恥，あるいは他者

の言動への反応として起こる拒絶的な怒りという

不適応な感情をClが感じるようになる。さらにプ

ロセスが深まると，これまでに表されなかった根

源的な欲求，あるいは自己に対する否定的な評価

をClが表わすようになる。これらの相反する2つ

の心理状態をそれぞれ体験し意味が作りだされる

と，やがて自己に対する肯定的な評価が芽生える。

そして感情処理過程がより進展していることを示

すステップとして，適応感情である主張的な怒り・

自己静穏（伊藤, 2011），もしくはグリーフ／傷つ

きといった感情が現れる。この 2 つのステップも

対極にある感情状態であるが，Clがこれらの双方

の段階をそれぞれ体験し，統合することで，二度

目となる自己に対する肯定的な評価が生まれる。

なおこの段階の評価は，自信の表れや未来志向で

ある点が特徴とされる。そして最後にClが受容・

主体性の感覚に到達することで，感情処理過程の

プロセスが完了する。 

 2007モデルが作成されて以降，事例との整合性

を検証する実証研究が24件行われている。これら

の先行研究では，一定の原則に従い，１事例の量

的データと質的データの両方が科学的に分析され

る系統的事例研究（McLeod, 2010; 野田, 2015）

の手法が主に用いられている。その結果，2007モ

デルがうつ病以外の適応障害，複雑性トラウマ，

全般性不安障害，境界性人格障害などにもおおよ

そ当てはまること，またEFTによる介入だけでな

く，短期精神力動療法や弁証法的行動療法，家族

療法などの事例においても当てはまるものである

と示されてきた（Pascual-Leone, 2017）。しかし，

先行研究の分析対象となっている事例のほとんど

が短期療法による介入であり（e.g., McNally et al., 

2014），長期療法の事例をもとに感情変容プロセ

スを明らかにした研究はこれまでにほぼみられな

い。 

 長期療法の系統的事例研究を行うことは，個人

の感情が，長いスパンでどのように変遷していく

のかを捉えることにつながり，短期的なプロセス

とは異なる変化が見出される可能性があるだろう。

また，Clによっては長年に渡り感情を抑圧してい

たり，トラウマに起因する一次不適応感情がパタ

ーン化しており，短期療法では感情を十分に扱い

きれない場合がある。さらには，複数の研究から，

心理療法の長期的な効果は，短期療法に比べ長期

療法の方が高いことが示唆されている（Knekt et 

al., 2008; Leichsenring & Rabung, 2008）。こう

した点からも，長期療法で見られる感情変容のプ

ロセスを明らかにすることは，感情処理過程の知

見を広げることにつながると考えられる。 
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4．研究目的 

 以上を踏まえ，本研究では，７年以上にわたり

EFT による介入が行われた個人療法の成功事例

を分析対象として，長期療法における感情処理過

程のモデルを構築することを目的とする。またモ

デルを構成するそれぞれの要素について評価を行

うために，体験過程スケール（以下，EXPと略記）

（Klein et al., 1970; 池見ら, 1986）の評定値，要

素が出現する頻度，出現していた感情の種類，に

ついても明らかにする。なお，モデルの構築に際

して 2007 モデルを参考にし，完成後にその適合

性と差異の検証を行う。 

したがって，本研究は理論構築型事例研究

（Stiles, 2007）に分類される。理論構築型事例研

究とは，系統的事例研究の 1 カテゴリーであり，

既存の理論モデルを検証，精緻化するために，あ

るいは新しい理論的枠組みを構築するために当該

事例データはどう活用できるか，などの問いを探

索する際に用いられる研究法である（野田, 2014）。

心理面接のデータや尺度や質問紙の結果など，事

例に関する豊かなデータを収集することが重視さ

れ，これらの情報をもとに厳密に繰り返し仮説を

検証することによって，理論概念や概念間の関係

について明確にすることを目的としている（Stiles, 

2007）。 

 

Ⅱ 方法 

【事例概要】大学内心理相談センターにて，約 7

年間にわたり EFT による介入が行われた成人男

性の個人療法の事例である。 

【Cl】ClのAは30代（来談当時）の男性。来談

当時，職場でのストレスからパニック障害を発症

し退職，失業中であった。症状としては，パニッ

ク障害以外にうつ病，睡眠障害，チック症，行動

化（ギャンブル，浪費，暴食など）などが現れて

いた。 

【Th】Th は20 年以上の臨床経験をもつ40 代男

性臨床心理士で，ヒューマニスティックアプロー

チの人間観をベースに，EFTを中心とした感情を

重視した統合的アプローチをとる。 

【Th によるCl の見立て】父親の死をきっかけと

した幼少期のアタッチメントトラウマが中心的な

問題と考えられる。A は幼少期に父親が病死した

後，養育者との関係の断絶と孤独を繰り返し味わ

っている。また，これに関連して経済面での家庭

環境の変化も体験している。こうした状況から，

A は家の中では価値が低い存在であるという「実

存的な恥」を，家の外では父親がいないことに関

連する「社会的な恥」を感じていたこと推測され

る。したがって，A にとって中心的な問題となっ

ている感情は，恥であると考えられる。 

【事例のプロセス】心理面接の初期（X 年～X+1

年）では，A の衝動性に関する問題が顕著であっ

たため，感情への気づきを高めることで感情調整

力を身に着け，行動をコントロールできるように

なることが目的であった。中期以降（X+1 年～）

では，A の祖母の死を契機に，幼少期から未解決

の気持ちを抱く祖母や父に対する感情を扱うよう

になり，これを機にAに変化が起こり始めた。そ

の際，二つの椅子の対話や空の椅子の対話などの

イメージワークがしばしば用いられた。また，こ

の時期に中心的に扱われた感情はAの一次不適応

感情である恥と孤独であった。やがて，これらの

問題は解決していき，愛情を扱うことが介入の中

心となっていった。現在（X+7年）は復職し，身

体症状と精神的苦痛はほぼ消失している。フォロ

ーアップのために，数ヶ月に一度心理面接を行っ

ている。 

【分析者】本研究は，臨床心理学を専門とする大

学教員1名，筆者を含む大学院生2名の3名にて

分析が行われた。大学教員には，研究スーパーバ

イザーとして論理モデル作成の際，臨床的経験を

もとに指導を受けた。大学院生 2 名は EXP の評

定を行った。なお，大学院生2名は分析に先立ち，

EXP の評定トレーニングを約 4 か月間にわたり

週に1回受けた。 
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【モデル作成の手続き】本研究では，データの分

析方法として課題分析（Greenberg, 2007）を援用

して質的分析を行った。課題分析は，Clがある治

療的作業に取り組んでいる場面を集め，変容のス

テップを抜き出し，介入モデルを開発する研究法

（岩壁, 2008）である。本研究では，まずPascual-

LeoneとGreenberg（2007）のモデル，および研

究スーパーバイザーの臨床的経験や知識に基づき

論理モデルを作成した。続いて，分析事例107回

分の心理面接の録音データから，本事例で感情処

理過程のプロセスが典型的に現れていると思われ

た 2 場面を選び，共通する構成要素を検討し実証

モデルを作成した。さらに録音データから，感情

に関して取り組んでいる 21 の場面を抽出し逐語

録を作成した。その後，データをモデルに当ては

め，修正と分析を繰り返し，論理モデルと実証モ

デルを統合した。なお，抽出場面の基準は，A が

重要な他者との関係に関して語っている場面であ

ること，複数の感情についての語りが含まれてい

る場面であること，の 2 点とした。また場面を抽

出する作業は筆者1名で行った。21場面すべての

データを加えて分析を重ね，事例Aの感情処理過

程モデル（以下事例Aモデルと略記）が飽和点に

近づいたと考えられたため，分析を終了した。 

【モデル評価の手続き】事例 A モデルの完成後，

全21場面のClの発話を，次に聴き手が発言する

までの発話を 1 セグメントとして 639 個に分割

し，以下の 3 つの手続きを行った。まず，2 名の

評定者でEXPを用いて評定を行った。次に，各発

話が事例Aモデルを構成するどのステップに該当

するかを分類した。最後に発話に現れた感情を逐

語と音声をもとに抽出した。 

【モデルを評価する尺度】本研究では EXP をモ

デルの評定尺度として採用した。EXPは，体験過

程が感じられる具合が Cl 側においてどの程度達

成されているかを測定する尺度であり，第三者が

録音および逐語記録から７段階で評定する。多く

の先行研究から，Cl の EXP 評定値が高いほど心

理面接の結果が良いことが明らかになっている

（Elliott et al., 2013）。また，2007モデルの構築

に当たっても，その構成要素を検証するために用

いられている尺度である。 

【倫理的配慮】Cl，Th共に，データの研究利用を

了承している。なお個人を特定できるような固有

名詞は匿名化し，分析結果に影響しない範囲でプ

ライバシー保護のための変更や削除を行った。 

 

Ⅲ 結果・考察 

1．事例Aモデルの概要 

本研究で見出された事例 A モデルを図 2 に示

し，以下に概要を説明する。事例Aモデルは12の

ステップで構成されており，上部から下部へ進む

につれプロセスが深まっていく。モデルの上部で

は，様々な種類の感情が入り交じった二次感情が

見られ，未分化で漠然とした苦痛がClから表わさ

れるが，ステップが深まるにつれ感情が分化され

ていく。モデルは途中から2つのルートに分かれ，

感情による感情変容のプロセスへと進んでいく。

モデル右側は一次適応感情のステップ，左側は一

次不適応感情が中心のステップである。最後にこ

れらが統合し，終了した感覚をClが得てプロセス

が完了する。なお，各ステップに付けられた番号

は最も多く見られた順番の番号を付けているが，

必ずしも番号の順にプロセスが進むことを意味し

ない。事例A における感情処理過程は，1 つの場

面の中でもステップ間の往来を繰り返しながら，

段階が深まっていくようであった。 

 
図2 事例Aの感情処理過程モデル 

① 感情の引⾦となる状況を同定する

② 未分化な感情的苦痛が喚起される

③ 感情に関連する身体反応が強まる

④ 満たされなかった欲求を表出する

⑤ 中核的な痛みに到達する

⑧ 中核的な痛みが和らぐ

⑩ 不適応なコアビリーフが変化する

⑥ 陽性感情・主張的怒りが芽生える

⑦ 中核的な痛みを⾒届ける

⑨ 陽性感情を味わう

⑪ 安堵 感を得る・統合する

⑫ 感情体験から
新たな気づきが
生まれる
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2．EXPの評定結果および出現頻度，出現した

感情の種類 

続いて，事例Aモデルを構成するステップごと

の EXP の評定値および出現頻度，出現した感情

の種類を表1に示す。 

評定した Cl の発話の総計は 639，EXP 平均値

は3.03であった。なお，639のうち104のセグメ

ントは，EXPの評定基準（池見ら，1986）に従い

評定不能と判断した（例えば「そうですね」など

の相槌）。また評定者間一致率を表す相関係数（ピ

アソンの積率相関係数）は r=0.686 であり，中程

度の正の相関があると推測された。12のステップ

のうち，最もEXP評定平均値の高いステップは，

10.不適応なコアビリーフが変化する（4.18）であ

った。一方最も EXP 評定平均値の低いステップ

は，1.感情の引金となる状況を同定する（2.23）で

あった。当該事例ではプロセスが深まるにつれ，

おおよそ EXP 平均値が高くなったと言える。ま

たステップごとの出現頻度については，最も頻度

の高いステップは，3.感情に関連する反応が強ま

る（116）であり，最も頻度の低いステップは，10.

不適応なコアビリーフが変化する（11）であった。 

 

表1 ステップ別EXP平均値，出現頻度，出現

した感情の種類 

※（ ）内の数値は12ステップにおける順位を示す。 

 

3．事例Aモデルを構成するステップ 

 続いて，事例 A モデルを構成する 12 のステッ

プについて，定義とClの反応の特徴，分析を行っ

た感情に取り組む場面の中の 1 つから，それぞれ

のステップでの実際の語りの例を表 2 に示す。な

お，表 2 に例示した場面では，A が心理面接で空

の椅子の対話に取り組み，幼少期に亡くなった父

親と対話を試みている。A はまず生前の父親と幼

い自分との愛情に満ちたやりとりを想起し，温か

い空気を感じる。暖かい毛布で包まれたような心

地よさを身体感覚とともに味わうと，やがてAは

父親に対し怒りを表す。そして，「もっと一緒にい

たかった」というこれまでに表すことのなかった

欲求を伝える。さらに続いて父を失った寂しさ，

見捨てられたという思い，父親がいないことで感

じた恥について語る。これに対し父はAに謝罪し，

「大切な，自慢の息子だった」と伝える。父親の

言葉を聞き，A は嬉しさと気持ちよさを身体感覚

を伴いながらじっくりと感じる。やがて父親とし

ての感覚と幼い自分の感覚が統合する不思議な感

覚を得たところで，場面が終了する。 

 

Ⅳ 総合考察 

1．事例Aモデルと2007モデルとの比較 

 まず，事例A モデルと 2007 モデルを比較し，

その関連について論じる。事例Aモデルを構成す

る12のステップのうち，1.感情の引金となる状況

を同定する，2.未分化な感情的苦痛が喚起される，

4.満たされなかった欲求を表出する，6.中核的な

痛みに到達する，8.中核的な痛みが和らぐ，10.不

適応なコアビリーフが変化する，11.安堵感を得

る・統合する，以上の7個のステップについては，

ほぼ同様の性質を持った段階が 2007 モデルに含

まれており，その内容にも目立った齟齬は無い。

したがって，事例A モデルにおいても 2007 モデ

ルの半分以上のステップが同様に適応されると推

測された。 

 続いて，2007モデルには類似したステップが無

く，本研究で新たに見出された現象が含まれると

思われたステップについて考察を述べる。まず， 

ステップ EXP平均値 データ個数 出現した感情の種類
1.感情の引⾦となる状況を同定する 2.23(12) 52(3)

2.未分化な感情的苦痛が喚起される 3.44(5) 48(5)
⾟さ、苦しさ、嫌な感じ、むかつき、拒
絶的怒り

3.感情に関連する⾝体反応が強まる 2.59(11) 116(1)
4.満たされなかった欲求を表出する 3.34(6) 38(8) 恥、孤独

5.陽性感情・主張的怒りが芽⽣える 3.28(8) 40(6)
愛情、温かさ、プライド、感謝、喜び、
楽しさ、勇気、満⾜感、主張的怒り

6.中核的な痛みに到達する 2.9(10) 39(7) 中核的恥、孤独、グリーフ、恐怖
7.中核的な痛みを⾒届ける 2.96(9) 50(4) 罪悪感、悲しみ、切なさ、憐れみ

8.中核的な痛みが和らぐ 3.33(7) 15(11)
孤独感、恐怖、感謝、⼼地よさ、喜び、
満⾜感、爽快感

9.陽性感情を味わう 3.52(4) 71(2)
愛情、温かさ、プライド、喜び、楽し
さ、満⾜感、幸福感

10.不適応なコアビリーフが変化する 4.18(1) 11(12)

11.安堵感を得る・統合する 3.76(3) 33(9)
安堵感、脱⼒感、爽快感、⼼地よさ、照
れ、感動、満⾜感

12.感情体験から新たな気づきが⽣まれる 3.77(2) 22(10)
ステップ該当なし 2.72(-) 104
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 表2 事例Aモデルを構成するステップ名・定義・Clの反応の特徴・語りの例 

ス
テ
ッ

プ
定
義

C
l の

反
応

の
特
徴

語
り
の
例

1
感
情

の
引
金
と

な
る
状

況
を

同
定
す

る

C
l が

，
自
身
の

心
理
的

な
苦
痛

を
引
き
起

こ
す
契

機
と

な
る

対
人
的
状

況
を
想

起
し
，

同
定
す
る

段
階
。

C
l は

ま
ず

全
体
的

な
情
景
を

思
い
浮

か
べ
，

や
が
て

特
定
の
場

面
に
焦
点

が
定
ま

り
，
そ

の
状
況
に

つ
い
て

詳
細
に

語
っ
て

い
っ
た
。

お
父
さ
ん

が
テ
レ

ビ
の
前

で
カ
セ

ッ
ト
デ
ッ

キ
を
持

っ
て
，

テ
レ
ビ
の

曲
と
か
を

，
一
生

懸
命

A
の
た
め

に
，
録

っ
て
る

っ
て
い
う

姿
を
，

す
ご

く
，
思
い

浮
か
べ

ら
れ
る

ん
だ
よ

ね
。

2
未
分

化
な
感
情

的
苦
痛

が
喚

起
さ
れ

る
C

l が
未
分
化
な

感
情
的

苦
痛
を

表
明
す
る

段
階
。

C
l は

し
ば

し
ば
拒

絶
的
な
怒

り
を
表

し
た
。

拒
絶
的

な
怒
り

は
，
他
者

の
言
動

へ
の
反

応
と
し
て

起
り
，

怒
り
が

自
分
の

コ

ン
ト
ロ
ー

ル
下
に

な
い
感

覚
が
特
徴

で
あ
る

(T
im

u
la

k 
&

P
as

cu
al

-L
eo

n
e,

 2
01

4)
。

呼
吸
も
，

ち
ょ
っ

と
苦
し

い
感
じ

が
し
て
，

〈
沈
黙

〉
す
ご

く
苦
し
い

し
，
な
ん

か
，
少

し
悲
し

く
も
な

っ
て
く
る

し
，
す

ご
い
つ

ら
い
。

( ※
当
該
場
面

に
な
い

た
め
，

別
の
場

面
よ
り
抜

粋
)

3
 感

情
に
関
連
す

る
身
体

反
応

が
強
ま

る

感
情

に
関
連
し

た
状
況

が
よ
り

具
体
的
に

想
起
さ

れ
，

そ
れ

に
伴
う
身

体
感
覚

の
反
応

が
強
ま
る

段
階
。

C
l の

語
り

に
は
沈

黙
が
多
く

，
自
ら

の
感
覚

を
実
況

中
継
す
る

よ
う
な
客

観
的
な

表
現
が

中
心
で
，

自
身
の

感
覚
に

つ
い
て

の

意
味
を
考

え
る
，

あ
る
い

は
省
み
る

と
い
う

働
き
は

感
じ
ら

れ

な
か
っ
た

。

テ
レ
ビ
に

( ラ
ジ
カ
セ

を
) 近

づ
け

て
カ
セ

ッ
ト
で

録
っ
て
た

ん
で
す

。

「
し
ー
」

っ
て
，

し
ゃ
べ

ら
な
い

よ
う
に

( 父
親

に
) 言

わ
れ

て
る
ん

で
す

け
ど
，
し

ゃ
べ
っ

ち
ゃ
っ

て
る
よ

う
な
。
笑

っ
ち
ゃ

っ
て
る

よ
う
な
。

〈
沈
黙
〉

温
か
い

空
気
が

感
じ
ら

れ
ま
す
。

4
満
た

さ
れ
な
か

っ
た
欲

求
を

表
出
す

る

C
l が

自
ら
の
満

た
さ
れ

な
か
っ

た
欲
求
を

言
語
化

す
る

段
階

。

C
l の

語
る

欲
求
に

は
2 種

類
の
欲

求
が
見

ら
れ
た

。
1 つ

目
は

他
者
に
対

す
る
要

求
と
し

て
の
欲
求

で
あ
り

，
2 つ

目
は
自

己

に
対
す
る

観
察
か

ら
の
発

見
と
し
て

述
べ
ら

れ
る
欲

求
で
あ

っ

た
。

〈
沈
黙
〉

も
っ
と

一
緒
に

い
た
か

っ
た
し
，

も
っ
と

遊
ん
で

ほ
し
か
っ

た
。

5
 陽

性
感
情
・
主

張
的
怒

り
が

芽
生
え

る

C
l が

陽
性
感
情

も
し
く

は
主
張

的
な
怒
り

(P
as

cu
al

-
L

eo
n

e 
&

 G
re

en
be

rg
, 2

00
7)
に

関
す
る

発
言
を

す
る

段
階

。
こ
れ
ら

の
感
情

は
そ
れ

ま
で
の
プ

ロ
セ
ス

で
は

出
現

せ
ず
，
今

こ
こ
で

新
た
に

C
l が

体
験
し
て
い

る
。

C
l に

新
た

に
芽
生

え
た
感
情

が
陽
性

感
情
で

あ
る
場

合
は
長
い

沈
黙
が
多

く
見
ら

れ
た
が

，
主
張
的

な
怒
り

が
表
出

さ
れ
た

場

合
，
沈
黙

は
短
か

っ
た
。

で
も
，
も

う
一
方

で
十
分

愛
情
は

注
い
で
も

ら
っ
た

な
ー
っ

て
，
感
じ

ら
れ
ま
す

。

6
中
核

的
な
痛
み

に
到
達

す
る

C
l が

，
自
身
の

感
情
の

中
核
的

な
痛
み

(T
im

u
la

k 
&

P
as

cu
al

-L
eo

n
e,

 2
01

4)
や
そ

れ
に
関

連
し
た
状

況
に
つ

い
て

扱
う
段
階

。

C
l が

中
核

的
な
痛

み
を
語
り

始
め
る

際
，
沈

黙
や
ペ

ー
ス
の
乱

れ
が
あ
り

，
言
葉

に
す
る

こ
と
へ
の

躊
躇
が

感
じ
ら

れ
た
。

す
ご
く
意

地
を
張

っ
て
，

頑
張
っ

て
き
た
ん

だ
よ
。

〈
沈
黙

〉
そ
し
て

寂
し
か
っ

た
し
。

な
ん
か

見
捨
て

ら
れ
た
よ

う
な
気

分
だ
っ

た
。
〈
沈

黙
〉
一
番

は
，
寂

し
か
っ

た
か
な

。

7
中
核

的
な
痛
み

を
見
届

け
る

C
l が

現
在
の
自

分
も
し

く
は
イ

メ
ー
ジ
し

た
他
者

の
立

場
か

ら
，
中
核

的
な
痛

み
を
感

じ
て
い
る

当
時
の

自
分

を
客

観
的
に
理

解
し
，

痛
み
に

共
感
し
，

思
い
や

り
の

あ
る

言
葉
を
か

け
る
段

階
。

C
l は

心
理

的
痛
み

の
渦
中
に

あ
る
当

事
者
で

は
な
く

，
別
の
人

格
と
し
て

痛
み
の

場
面
を

目
撃
し
，

当
時
の

自
分
に

対
し
て

共

感
す
る
こ

と
が
大

き
な
特

徴
で
あ
っ

た
。

ご
め
ん
な

，
A
。
自
分

( 父
親

) の
せ
い

で
不
憫
な

思
い
を

さ
せ
て

し
ま
っ

て
。
悪
か

っ
た
と

，
思
っ

て
る
。

そ
れ
し
か

言
え
な

い
。
ご

め
ん
な
，

A
。

8
中
核
的

な
痛
み
が

和
ら
ぐ

C
l が

中
核
的
な

痛
み
に

触
れ
た

後
，
そ
の

痛
み
が

軽
減

さ
れ

た
こ
と
に

関
す
る

発
言
が

起
こ
る
段

階
。

「
胸
が
ス

カ
っ
と

し
た
」

「
食
べ
た

も
の
を

吐
き
出

せ
た
み

た

い
」
な
ど

身
体
感

覚
の
変

化
と
関
連

付
け
て

語
ら
れ

る
こ
と

が

多
か
っ
た

。

前
は
こ
う

，
背
筋

が
ぞ
わ

ー
っ
と

き
た
り
と

か
，
お

腹
の
中

が
ほ
ぐ
れ

な
い
感
じ

だ
っ
た

ん
で
す

け
ど
。

今
は
こ
う

，
ベ
ー

ル
に
包

ま
れ
た
よ

う
な
，
あ

っ
た
か

い
カ
ー

テ
ン
に

，
包
ま
れ

て
い
る

よ
う
な

，
心
地
良

さ
が
あ
り

ま
す
。

9
 陽

性
感

情
を
味

わ
う

C
l が

，
喚
起
さ

れ
た
陽

性
感
情

を
，
身
体

感
覚
を

伴
っ

て
繰

り
返
し
体

験
す
る

段
階
。

陽
性
感
情

を
味
わ

う
中
で

，
身
体
感

覚
と
し

て
温
か

さ
が

C
l か

ら
報
告
さ

れ
る
こ

と
が
あ

っ
た
。

そ
う
言
っ

て
も
ら

え
る
と

本
当
に

，
心
か
ら

嬉
し
い

よ
。
も

う
本
当

に
，
た
だ

嬉
し
い

気
持
ち

に
な
っ

て
，
あ
っ

た
か
い

気
持
ち

に
も
な
る

ん
だ
け
ど

，
と
に

か
く
嬉

し
い
。

〈
沈
黙
〉

う
ん
，

な
ん
か

，
嬉
し
い

で
す
ね
ー

。
〈
沈

黙
〉
う

ん
，
嬉

し
い
で
す

ね
。

10
不
適

応
な
コ
ア

ビ
リ
ー

フ
が

変
化
す

る

C
l が

，
自
分
自

身
に
関

す
る
不

適
応
な
コ

ア
ビ
リ

ー
フ

に
変

化
や
修
正

が
起
こ

っ
た
こ

と
を
語
る

段
階
。

本
ス
テ
ッ

プ
は
感

情
へ
の

取
り
組
み

が
終
わ

っ
た
後

，
も
し

く

は
そ
の
次

の
心
理

面
接
の

冒
頭
で
現

れ
る
こ

と
が
多

か
っ
た

。

だ
か
ら
こ

う
考
え

る
と
，

非
常
に

愛
情
を
注

が
れ
て

，
育
っ

て
き
た
の

か
な
っ
て

い
う
。

誤
解
が

解
け
て

き
た
っ
て

い
う
。

〈
沈
黙

〉
お
父
さ

ん
に
つ
い

て
は
完

全
に
誤

解
し
て

た
ん
で
。

11
安
堵
感

を
得
る
・

統
合
す

る

感
情

へ
の
取
り

組
み
を

終
え
て

，
C

l が
安
堵
感
を

表
現

す
る

段
階
。
あ

る
い
は

イ
メ
ー

ジ
ワ
ー
ク

の
中
で

そ
れ

ま
で

対
峙
し
て

い
た
相

手
の
体

験
と
，
現

在
の
自

分
の

体
験

が
統
合
し

，
ひ
と

つ
の
自

己
と
し
て

統
合
し

た
感

覚
を

C
l が

表
明

す
る
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l か
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「
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け
る

」
な
ど

身
体
的
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張
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緩
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報
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れ

る
こ
と

が
多
か

っ
た
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例
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ほ
っ
と

し
て
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じ
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て
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う

感
じ
が

，
あ
り

ま
す
。

例
2 ：

不
思
議
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感
覚
な
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で
す

け
ど
，

自
分
，
今

( 幼
い
自
分

を
) 抱
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て

る
ん

で
す
け
ど

，
抱
か

れ
て
る

気
に
な

っ
て
，
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今
言
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て

る
気
に
な
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ま
し
た

。

12
感
情
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な
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生
ま
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心
理
面
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で
の
感

情
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に
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る
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た

な
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づ
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や
意

味
づ
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る
段

階
。

他
の
ス
テ

ッ
プ
と

異
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，
感
情
変

容
プ
ロ

セ
ス
の

ど
の
段
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で
も
本
ス

テ
ッ
プ

が
起
こ

っ
て
い
た

。

そ
う
い
う

と
こ
ろ
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ら
パ

ニ
ッ
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症
や
チ
ッ
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っ
て

出
た
の

か
な
ー
っ

て
い
う
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う
に
感

じ
ま
す

ね
ー
。

な
ん
か
，

色
ん
な

と
こ
ろ

か
ら
気
づ

き
ま
し
た

ね
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3.感情に関連する身体反応が強まるは，12のステ

ップのうち最も出現頻度が高く，評定した発話の

18.1%を占めた。他方，EXP評定平均値は2.59で

全ステップのうち 2 番目に低い。これは，自身の

身体的感覚や想起した内容を客観的に中継するよ

うな語りであることが多いことが影響していると

考えられる。しかし，本事例では身体感覚の喚起

が高まり，それを十分に体験するとプロセスが促

進され，さらに想起した状況が鮮明になるという

現象が見られた。心理面接内でClが身体感覚を深

めることについて，Elliottら（2013）は，アプロ

ーチを超えて，変化の中心的な要素であると述べ

ており，こうした記述からも，感情体験を深める

入口として，身体反応の喚起が重要な役割を果た

していると推測される。 

次に 5.陽性感情・主張的怒りが芽生えるについ

ては，2007モデルの「主張的怒り・自己静穏」に

関連するステップと考えられる。これまでの研究

で，主張的怒りは，Clの力や自信の源となり，傷

つきを打ち消す適応的な機能をもつ感情として，

感情変容において重要な役割を果たすと考えられ

てきた（Timulak & Pascual-Leone, 2014）。しか

し，陽性感情の概念は 2007 モデルに取り入れら

れていない。他方，ポジティブ心理学の知見では，

陽性感情が思考・行動のレパートリーを広げ，陰

性感情が心に与える影響を弱め，調整する力を持

つことが明らかになっている（ie., Fredrickson, 

1998; 2001）。したがって，主張的怒りは中核的痛

みに立ち向かう原動力として，また陽性感情は中

核的痛みを和らげる力となり，感情処理過程のプ

ロセスを深める推進力となっている可能性が考え

られる。 

また，7.中核的な痛みを見届けるは，同じく

2007モデルの「主張的怒り・自己静穏」に関連す

るステップと考えられる。自己静穏とは，Clがネ

ガティブな感情状態にいる際に，自分自身によっ

て自分をやさしく，ケアの気持ちを持って落ち着

かせることによって，ネガティブな感情を緩和さ

せる感情調整の過程（伊藤, 2011），と定義され，

自分への思いやりによって辛い感情を和らげるプ

ロセスに焦点が置かれている。それに対し，7.中核

的な痛みを見届けるは，自身の心理的痛みを当事

者として体験するのではなく，その痛みの最中に

いる自分を客観的に理解するプロセスであり，自

己静穏が生じる前のプロセスであると推察される。

データからも，本ステップに続いて自己静穏のプ

ロセスが現れていたことが確認されている。なお，

EXP 評定平均値が 2.96 と低いことから，体験過

程が深まるのではなく，客観的事実として，あた

かも自身の痛みの現場を目撃しているような現象

が起きていると推測される。当該プロセスを経る

ことで，自分の痛みは正当であったことを理解で

き，プライドや主張的怒りといった適応感情を感

じることができるようになると考えられる。 

 さらに9.陽性感情を味わうは，2007モデルにな

い新しい段階である。本ステップの出現頻度は，

プロセス後半に位置するステップにもかかわらず

全体の中で二番目に高い結果となった。分析した

場面の中にはプロセスが深まらず途中で終わるも

のがあったことを考慮すれば，本ステップはモデ

ルの上部に位置するステップよりも出現頻度が低

くなることが推測される。したがって，当該事例

では感情を扱う場面において，陽性感情を味わう

プロセスが繰り返し起こっていたことがわかる。

以上のことから，A の感情処理過程では，繰り返

し陽性感情を味わうことにより，ポジティブな感

情体験が浸透し，不適応な感情が変容した可能性

が示唆される。 

 最後に，12.感情体験から新しい気づきが生まれ

るについては，2007モデルに類似した要素はない。

しかしEFTでは感情体験に意味を作り出す「意味

の創造」が重要であるとされており，当該ステッ

プはこの作業に当たると思われる。全ステップの

中で出現頻度は2番目に低いが，EXP評定平均値

は 2 番目に高いことから，本ステップは容易に起

こる現象ではないと推測されるが，感情処理過程
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のプロセスが深まることを示す重要な指標と言え

るだろう。 

 

2．出現した感情の種類 

 次に，感情の種類についての考察を以下に述べ

る。まず当該事例で見られた感情処理過程は，EFT

の基本となる感情変容プロセスと同様に，苦しさ

や嫌な感じといった漠然とした二次感情から始ま

り，これらが分化されていくと，恥，孤独という

A にとって一次不適応感情と，愛情やプライド，

喜び，主張的怒りといった一次適応感情が現れ，

これらのプロセスを 1 回の心理面接の中でも繰り

返し往来しながら，最終的に安堵感や満足感とい

った中核状態の一次適応感情へと到達していたこ

とが示された。また，今回分析した21場面の中で

感情処理過程が最後まで遂行された，いわば成功

場面では，一次不適応感情として孤独・恥が，一

次適応感情の愛情・温かさ・プライドが喚起され

ることによって和らいでいることが推測された。

しかし本研究ではこの仮説が検証されていない。

したがって，今後21場面の中でプロセスがモデル

の最後まで遂行された場面と，途中でプロセスが

途切れてしまった場面とを比較し，出現した感情

について検討する必要があるだろう。また，出現

した感情を事例全体のプロセスと照らし合わせる

ことは，長期療法における感情変容のプロセスの

全体像を理解する上で意義があり，引き続き分析

を行う予定である。 

 

3．本研究の限界，今後の展望 

最後に，これまでに触れていない本研究の限界

と展望について3点述べる。まず1点目は，本研

究では分析事例を 2007 モデルに当てはめること

による適合性の検証を行っていない。しかし，

2007 モデルと今回作成した長期事例モデルとの

適合性の違いを分析することは，感情処理過程へ

の理解を深めるうえで今後不可欠な作業と言えよ

う。2 点目は，トライアンギュレーションの問題

である。本研究では，研究者の視点から分析が行

われたが，プロセスをより多面的に理解するため

には，異なる視点から感情処理過程を明らかにす

る必要がある。数ある視点の中でも，インタビュ

ー等を用いて Cl の視点から当該現象を捉えるこ

とは，これまでに行われておらず，理論を構築す

る上で意義があると思われる。3 点目は，モデル

の転用可能性の問題である。本研究は一事例研究

であり，モデルが分析対象の事例固有のものであ

る可能性を否定できない。したがって，今後異な

る心理療法による介入が行われた複数の事例から

感情を扱う場面を集め，同様のプロセスが起こる

のか検証し，モデルを精緻化する必要があると考

えられる。 

 

＜付記＞本論文の作成にあたり，ご指導賜りました岩壁

茂先生，温かく励ましてくださった皆様方に感謝申し上

げます。 
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